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1 9 8 5 (昭和60)年に、第五地域施業計画(昭和62年~昭和 72年)樹立に係る地元意
見として提出された資料から当時の状況を知ることができる。上屋久町の各地区の共用林組合長
から上屋久営林署に提出された意見には、一湊、吉田の共用林組合から鯖節製造用の薪の供給が
要望として記されている。この中の記述からー湊地区の薪炭供給林の状況を把握することができ
る(f薪炭材供給箇所を全般に亘り調査(中略)現在、残っている山は一湊字手ノ宇都山 23 76、
白)148林班し、小班のみJ)。一方、吉田地区においては、 53林班の収穫残について一部、伐採
指定とすることで対処方針が立てられた。共有林野における共有林組合別、ヤクスギ造林面積を
図1に示す。 一湊地区においては1967年度から 1975年度に至るまで造林面積は一定の拡
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大を続けていることが
分かる。
一方で、さばの漁獲
統計からは、造林拡大
期と入れ替わるように
好漁期が始まっている
ことを示している。こ
のことが80年代に入
ってからの薪の不足に
どのようなかかわりを
もつのかについてはさ
らに調査が必要である。
